
一般社団法人 千葉県精神保健福祉士協会 

第 4回定時総会議事録 

 

1. 開催年月日及び時刻  平成 30年 6月 3日(日) 15時 15分～17時 15分 

2. 開催場所  千葉市中央コミュニティーセンター５階 美術・視聴覚室 

3. 出席者数 

 会員総数 403名(平成 30年 3月 31日付) 

 出席者数 243名(内訳：本日出席者 69名、書面表決者 168名、表決委任者 6名) 

4. 書記  藤盛三月(医療法人白百合会) 

5. 議長の選任及び議事録署名人に関する事項 

 定刻に至り事務局より開会を宣言し、本日の会員総会は定款所定数を満たしたので有効に成立した旨

を告げ、議長の選任を諮った。事務局より木更津病院近山佳代氏を推薦し、満場一致を持って選任され

た。続いて、議長より挨拶の後、議長から議事録署名人を指名したい旨を述べた。全員異議なく賛成した

ため、議長は浅井病院川合隆世氏及びサザンカの里鳥沢晋司氏を議事録指名人として指名した。その後、

議案の審議に入った。 

 

6. 審判事項 

 第 1号議案について 平成 29年度事業報告 

 第 2号議案について 平成 29年度決算 

 第 3号議案について 平成 30年度事業計画 

 第 4号議案について 平成 30年度予算 

 第 5号議案について 平成 30年度役員体制 

 

7. 議事の経過の概要及び議決の結果 

第 1号議案について 

 この議案について、事務局から説明が行われ、その後山崎会長より補足が加えられた。 

 議長が会場からの質問を求めたところ、千葉県内の精神保健福祉士有資格者の当協会への加入率や加

入率の増減について知りたいとの意見が上がった。事務局より、各県の有資格者に関しては日本精神保

健福祉士協会のホームページも参照して頂きたい旨の回答があった。また、山崎会長より精神保健福祉

士の団体登録加入は強制ではない点から、各有資格者が主体的に参加することが望ましいこと、前年度

末の千葉県内の有資格者数と当協会への登録者数の割合を見ると加入率は 12%になるとの回答があった。 

 議長がこの議案の賛否について議場に諮ったところ、 

  書面表決による反対 0  委任状による反対 0  挙手による反対 0   合計 0 

  書面表決による保留 0  委任状による保留 0  会場による保留 0   合計 0 

  書面表決による賛成 168 委任状による賛成 6 会場による賛成 69   合計 243 

 となり、出席会員の議決権の過半数を超える賛成を得られたので、本議案は原案通り承認可決した。 

 

 



第 2号議案について 

 平成 29 年度決算について会計担当の岩下理事及び顧問税理士である片岡税理士より説明が行われた。

未収会費については山崎会長・安藤理事からも補足された。その後、豊田監事より会計業務が簡素化され

たことで監査も簡易になったと報告があった。またルール化を進める必要性と会費の納入率を上げる必

要性について指摘があった。 

 議長が会場からの質問を求めたところ、現状会費の未納期間が 2 年以上の会員は何人いるのか？1 年

間で協会員 1 人につき費用はいくらかかるのか？との質問が上がった。また会費の再請求に関し、理事

が対応することは理事の負担が大きくなるので、どこかの事業所に依頼することは検討できないかとの

意見が上がった。事務局より、昨年度に定款が変更されたため、会費が 2 年以上未納の会員への対応に

ついては会員からの意見を募りながら事務局でも検討していくとの回答があった。会員 1 人当たりの費

用については本議案後に訂正もあったが、約 1,300 円かかる計算になるとの回答があった。会費の再請

求を事業所への依頼することに関しては、個人情報の取り扱い等課題があることから事務局で検討して

いくとの回答があった。 

 議長がこの議案の賛否について議場に諮ったところ、 

  書面表決による反対 0  委任状による反対 0  挙手による反対 0   合計 0 

  書面表決による保留 0  委任状による保留 0  会場による保留 0   合計 0 

  書面表決による賛成 168 委任状による賛成 6 会場による賛成 69   合計 243 

 となり、出席会員の議決権の過半数を超える賛成を得られたので、本議案は原案通り承認可決した。 

 

第 3号議案について 

 この議案について、山崎会長から説明が行われた。 

 議長が会場からの質問を求めたところ、報酬改定に伴い新設された特定事業所加算について意見が上

がった。特定事業所加算を算定するためには研修を受けることが要件として定められているため、その

研修を当協会に実施して欲しい・対応について検討して欲しいという内容だった。山崎会長より、近藤理

事からも同様の意見が上がったため、理事会の中で検討することが提案された。 

 議長がこの議案の賛否について議場に諮ったところ、 

  書面表決による反対 0  委任状による反対 0  挙手による反対 0   合計 0 

  書面表決による保留 0  委任状による保留 0  会場による保留 0   合計 0 

  書面表決による賛成 168 委任状による賛成 6 会場による賛成 69   合計 243 

 となり、出席会員の議決権の過半数を超える賛成を得られたので、本議案は原案通り承認可決した。 

 

第 4号議案について 

 この議案について、岩下理事から説明が行われた。 

 議長が会場からの質問を求めたところ、会場より質問はなかった。 

 議長がこの議案の賛否について議場に諮ったところ、 

  書面表決による反対 0  委任状による反対 0  挙手による反対 0   合計 0 

  書面表決による保留 1  委任状による保留 0  会場による保留 0   合計１ 

  書面表決による賛成 167 委任状による賛成 6 会場による賛成 69   合計 242 



 となり、出席会員の議決権の過半数を超える賛成を得られたので、本議案は原案通り承認可決した。 

 

第 5号議案について 

 この議案について、山崎会長から説明が行われた。 

 議長が会場からの質問を求めたところ、会場より質問はなかった。 

 議長がこの議案の賛否について議場に諮ったところ、 

  書面表決による反対 0  委任状による反対 0  挙手による反対 0   合計 0 

  書面表決による保留 0  委任状による保留 0  会場による保留 0   合計 0 

  書面表決による賛成 168 委任状による賛成 6 会場による賛成 69   合計 243 

 となり、出席会員の議決権の過半数を超える賛成を得られたので、本議案は原案通り承認可決した。 

 

8. 閉会 

議長は以上を持って、本日の議事を終了したことを述べ、17時 15分閉会宣言をした。 

 

 

以上、この議事録が正確であることを証する。 


